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説明 
日本での BIM は設計者/施工者のモノづくりのためのという意味合いが強い。令和 2 年度から始まっ

た国土交通省の BIM モデル事業でも、発注者の業務効率化に対して着目している通り、発注者が主

体的に利用していくべきと位置づけが変わりつつある。適正に建設プロジェクトをコントロールするため

に BIM をどのように利用していくか、また、どういった BIM が必要かを事業者の代行業務を幅広く行っ

てきた日建設計コンストラクション・マネジメント（NCM）が、事業者でもプロジェクトをコントロールできる

「やさしい BIM®」という概念を作り出しました。NCM がどのような志で BIM についての開発を行ってい

るか、今後の建築に関わる全てのプロジェクトで BIM を有効に利用していくためにどのような視座が必

要かを紹介します。 
 
スピーカーについて 

2013 年、慶応義塾大学大学院理工学専攻を修了、建築工学は

もとより、機械・制御工学や電子電機工学、情報工学などの専門

教育を受ける。2019 年より BIM 技術を開発する「新規領域開拓

チーム」の主宰を務め、BIM による設計や BIM 利用のコンサル

ティングを実施。新築・既存建物に対する企画～運用段階までの

幅広い業務を行うなかで、建物に関わる事業を行う事業者のため

に必要な情報を持った「やさしい BIM®」を発案・開発した 
 
 

 

学習の目的 
• 発注者によるコストコントロール 
• BIM-FM についての理解 
• 竣工情報のデータ構造の構築 
• 運用情報のデータ構造の構築 
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日建設計コンストラクション・マネジメント（NCM）が BIM の開発に適する理由 
NCM は建築のライフサイクル全般での発注者の代行業務を担ってきました。NCM は世界中で質の高

いコンサルティングサービスを実践していますが、その建築の全領域的なノウハウを基に、日本の建築

の商習慣の中でどのように BIM を発注者が主体的に利用すればよいかを考えられることが、NCM が

BIM の開発に適している理由です。 
 

 
NCM のサービスメニュー 

 
NCM のデジタルソリューション 
NCM では「Cultivation」と「Connection」という二つの軸をデジタルソリューションの開発のフィロソ

フィーとしています。確かなノウハウで、事業者のメリットを高めるという明確な目的をもってソリューショ

ンを生み出し、それを建築という閉じた業界から外へのチャネルを作っていくという大きな方針を持って

います。BIM の利用については、Xaas 化されていく世の中の中で、いかに空間情報を正確に受け渡し

ていけるかを検討しています。 
 

 
NCM のデジタルソリューションの考え方 
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『やさしい BIM®』について - モノづくりのためでなくビジネスのための BIM - 
NCM は事業者が主体的に利用できる BIM として『やさしい BIM®』という概念を生み出しました。モノ

づくりのための高い LOD でハンドリングしづらい BIM ではなく、事業主でも主体的にハンドリングでき

る LOD のモデルで、そこに事業主のビジネスが実施できる情報が詰められる箱という概念です。 
 

 
設計施工 BIM とやさしい BIM®の違い 

 
『やさしい BIM®』でできること 
今回の講演では『やさしい BIM®』が「事業の透明性」と「属人的思考」という日本の建築プロジェクトに

存在する大きな課題を解決するために有益であるということを BIM でできる具体的な取り組みを基に

解説していきます。 

事業の透明性：概算コストの算出（企画/計画段階） 
事業の初期段階で精度の高い概算を事業主自らが行うことで事業の透明性は確保されるが、日本の

建築習慣の中では、設計者や施工者がコストの情報を持っており事業主側の情報が乏しい状況です。

それを解決するために、『やさしい BIM®』でフィージビリティスタディ段階から構造の仮想断面等のお

およそを決めてモデリングする。そこから数量を算出しコスト担当者が値入をすることで、非常に高い

精度の概算が企画段階でも可能となります。 
 

 
モデル精度と各項目の数量のマッチング精度 
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属人的思考：BIM による FM 管理（維持管理段階） 
建築のライフサイクルコストの 75%が維持管理段階で使われるといわれていますが、日本の

建築習慣では、属人的な建物管理が行われています。これらを竣工情報や運用情報を適切に

空間と紐づけながら管理することによって、属人的な FM 管理から脱却し、合理的かつ高品質

の建物維持管理が実現すると考えます。NCM では ARCHIBUS を採用しながら、一般的な事

業主やビルオーナーで利用可能な建物情報を整備しています。それによって、事業者は保全

費用、エネルギー費用、ビルメンテナンス費用などの多くの支出に対して効果の高い効率化が

実現します。また、建物群でのビル管理の合理化も達成できると考えます。 
 

 
ARCHIBUS を用いた NCM の開発のイメージ 

 

 
FM システムを用いた建物群管理のイメージ 

 
今後の展望 
『やさしい BIM®』はモノづくりから飛び出すためのアイデアです。今後も事業主の建築や空間にまつわ

るビジネスニーズを察知しながらより良い社会づくりのために邁進します。 
 



 

 

5 ページ 

 


	事業の透明性：概算コストの算出（企画/計画段階）
	属人的思考：BIMによるFM管理（維持管理段階）


